
 

 

 

 

 

 

 

地域の健康課題解決と産業創出を目指す 

令和３年度ヘルステック推進事業キックオフイベントを開催します 
 

 高齢化の急速な進展による医療費の増大や医師不足の解消、健康寿命の延伸などが東北地方でも

喫緊の課題となっている中、本市では「仙台市経済成長戦略２０２３」に基づき、令和元年度から

ヘルスケア領域の課題をＩＴで解決するヘルステック推進事業※を実施しています。 

今年度は昨年度に引き続き東北大学病院をパートナーとして、産学官の連携によりヘルステック

製品・サービスの開発に向けた支援を行います。また、新たな試みとして、多様な参加者が学びや

情報交換等を通してビジネスの共創に取り組むことができるコミュニティ「仙台ヘルステックコン

ソーシアム」を設立する予定です。 

このたび令和３年度の事業開始に当たり、オンラインによるキックオフイベントを開催し、これ

までの取り組みと今年度の事業について説明します。 

 

１ 日時   ６月１日（火） １３：３０～１４：３０ 
 

２ 開催方法 Ｚｏｏｍを使用したオンライン形式 
 

３ 内容 

今年度のヘルステック推進事業の目的やビジョン、東北大学病院との連携による取り組み内

容や、仙台ヘルステックコンソーシアムの設立について発表します。 

（１）令和３年度仙台市ヘルステック推進事業の目的と目指す姿 （登壇者）市長 

（２）東北大学病院のビジネス化支援について 

（登壇者）東北大学病院 病院長 冨永 悌二（とみなが・ていじ）氏 

（３）令和３年度仙台市ヘルステック推進事業の進め方について 

（説明者）仙台市経済局産業振興課 

（４）事務局受託企業の紹介 

（受託企業）Ｃｏ－Ｓｔｕｄｉｏ株式会社 

（５）令和３年度集中支援企業の紹介 

令和２年度の本事業に参加しビジネスアイデアの発表会で上位を獲得した２社が、今年

度集中支援を受けて事業化に取り組むに当たり、意気込みを語ります。 

（集中支援企業）エーテンラボ株式会社、株式会社ＯＲＡＮＧＥ ｋｉｔｃｈｅｎ 

 

４ 令和３年度の事業の特色 

（１）事業化集中支援プログラム 

昨年度の本事業において、ビジネスアイデアの発表会で優れた提案を行い上位を獲得し

た企業に対して、東北大学病院の専門家等によるアドバイスや実証環境の提供等、事業化

を加速するための集中的な支援を行います。 
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（２）仙台ヘルステックコンソーシアムの設立 

ヘルスケア領域の事業に関心のある企業・組織が幅広く参加できる学びの場、思考の

場、企業間のマッチングや情報交換の場として「仙台ヘルステックコンソーシアム」を

設立し、参加者の共創によるビジネスの創出を目指します。 

 

５ 取材および関心のある方の視聴について 

取材や関心のある方で視聴を希望される場合は、５月２８日（金）１５時までに、下記のと

おりＥメールでお申し込みください。複数の端末から参加される場合は、使用する端末ごとに

お申し込みください。後日、参加ＵＲＬをお送りします。 

なお、当日の参加が難しい場合は、イベントの様子を撮影した写真等の提供が可能ですので、

事務局までご連絡ください。 

（１）申込先 

仙台市産業振興課 （Ｅメール）kei008030@city.sendai.jp 

（２）Ｅメール記載事項 

（件名）ヘルステック推進事業キックオフの取材・視聴申込 

（本文）①社名  ②氏名 ③メールアドレス ④電話番号 

 

※ヘルステック推進事業 

ＩＴをはじめとする企業のヘルスケア領域への参入促進による新産業創出や人材育成等を目指す

事業。令和元年度は全８回で６３社１４３名が参加し、１９のビジネスアイデアを創出。令和２年度

は東北大学病院が仙台市の健康データを分析し抽出した５つの課題に対し、１０社が解決アイデアを

提案し、製品開発のセミナーや専門家の助言、課題を抱える現場へのヒアリング等を通して事業化に

向けてアイデアを練り上げた。 

 

【参考】 

東北大学病院 

平成２６年に企業の臨床現場への出入りを可能とするＡｃａｄｅｍｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｕｎ

ｉｔを開始し、令和２年１月には企業への実証フィールド「Ｏｐｅｎ Ｂｅｄ Ｌａｂ」「ＡＩ Ｌａ

ｂ」の提供を開始するなど、近年さまざまな医療ヘルスケア製品の開発・実証環境を提供している。 

  

事務局受託企業 Ｃｏ－Ｓｔｕｄｉｏ株式会社 

ワークショップ開催を通じて複数の企業や個人、組織を結合するオープン型ラボ：ＳＰＲＩＮＴ

事業を運営。そこで生まれたアイデアをもとに新規事業を具現化（会社化、知財化）するＣｏｍｐ

ａｎｙ Ｃｒｅａｔｉｏｎを行う。令和元年１２月に創業し、独自のマネジメントスタイルで、これ

までに６つの新会社設立に至る。 

 

エーテンラボ株式会社 

習慣化アプリ「みんチャレ」の開発を行う。「みんチャレ」は、 同じ健康目標を持つ５人でチー

ムを組みチャットで励まし合いながら習慣化を目指すアプリ。現在、様々な自治体と提携し、糖尿

病患者の生活習慣改善、高齢者のフレイル予防などの効果検証を行っている。 

 

株式会社ＯＲＡＮＧＥ ｋｉｔｃｈｅｎ 

行動変容・生活習慣改善を目的としたオンラインによる寄り添い型の保健事業を実施。人工透析

予防特化型プログラム「しおみる」、飲酒習慣是正プログラム「かんぱい！」などを展開している。 

 


